
 

 

 

全国重症心身障害児（者）を守る会 

第３３回 関東・甲信越ブロック大会 実施要綱 

  

テ ー マ： ＜希望に向かって共に生きる社会をめざして＞  

  

目   的： 重症心身障害児者を取り巻く現在の状況を改めて学び、一人ひとりが生きがいを持ち、

社会とつながり、安心して暮らせる社会をつくるために、どのようにすればよいか考える

機会としたい。 

 

期  日 ： 令和５年１０月２２日（日） 

 

場  所 ： 埼玉会館 小ホール 

住 所 〒３７０－８５１８ 埼玉県さいたま市浦和区高砂３－１－４ 

電 話 ０４８－８２９－２４７１ 

         

内  容 ： 式 典、基調講演、シンポジウム 

 

 

主  催 ： 全国重症心身障害児（者）を守る会関東・甲信越ブロック 

埼玉県重症心身障害児（者）を守る会 

 

 

後  援 ： 埼玉県・埼玉県県社会福祉協議会 

さいたま市・さいたま市社会福祉協議会 

 

 

参加者  ： 関東・甲信越在住の重症心身障害児者とその家族、一般参加者 約２００名 

施設関係者                        約 ３０名 

教育関係者                        約 ２０名 

合   計                        約２５０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日  程 

 

［１０月２２日（日）］ 

１１：００～１２：２０   受 付 

 

１２：３０～１３：１０   式 典           （司会・小栗幸雄） 

開会の言葉、主催県挨拶、主催者挨拶、来賓祝辞、来賓紹介、祝電披露 

   

１３：２０～１４：３０  基調講演  

   「 北浦会長との出会いから 」 

     ～あっという間の３０年・重症児者の豊かな暮らしのために～ 

   講  師 社会福祉法人旭川荘 理事 

        全国重症心身障害児（者）を守る会顧問 

末 光  茂 先生  

 

１４：３０～１４：５０ 休 憩 

 

  １４：５０～１６：２０ シンポジウム 

 

  １６：２０～１６：２５ 次回開催県（新潟県）支部長挨拶          

         

 １６：２５～１６：３０ 閉会のことば 解 散 

 

 

 

シンポジュウム 

 「コロナ禍における日中活動支援（個別支援）の現状とこれからの課題」 

   

司会進行 「吉田英子（群馬県支部長）田中鈴子（千葉県支部長）」 

   

シンポジスト 

独立行政法人国立病院機構東埼玉病院            療育指導室長 小野美千代氏 

 

社会福祉法人清風会 福祉医療センター太陽の園       療育部課長  榎本 麻衣氏 

 

埼玉県立越ヶ谷特別支援学校                教 頭    水野 建 氏 

 

社会福祉法人草加市社会福祉事業団生活介護事業所そよかぜの森 施設長   深井 薫 氏 


